






要約:新生児緊急外科疾患のうち出生前に診断される物がいくつかある。出生前診断される

事により周産期の管理で改善され得るものは何かを知る目的で 58 例の新生児症例につい

て retrospective に検討した。 

腹壁異常例で低体温、sepsis などがみられたが、これらは maternal transport により予

防可能とおもわれた。横隔膜ヘルニア症例は院内・院外出生あるいは出生前診断の有無に

拘らず、呼吸不全による死亡例が多く、現状の治療法を更に改善する必要があると考えら

れた。 


